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program 

�y�y Enforce we us with all our might (14世紀) �� 作者不詳

�y�y Lullay lullow (14世紀) �� 作者不詳

�y�y An heavenly song (14世紀) �� 作者不詳

Sequenza III��(1966) 【baritone solo】�� Luciano Berio

Solo for Voice 2��(1960)������Solo for Tuba��(1957)【同時演奏】�� John Cage

�y�y Non al suo amante (14世紀)  Jacopo da Bologna

�y�y Io son un pelegrin (14世紀)  Giovanni da Cascia

Maknongan (1976) 【serpent solo】 Giacinto Scelsi

�y　�y ���s�� ���y�y�y

Maknongan (1976) 【baritone solo】 Giacinto Scelsi

Atem (1970) Mauricio Kagel

�y�y Domino fidelium (12世紀) �� 作者不詳

�y�y Domino (13世紀) �� 作者不詳

�y�y Roma gaudens jubila (12-13世紀) �� 作者不詳

TubaBaliBariTuva��(2006)�� 橋本晋哉・松平敬
 電子音楽製作：松平敬

Titube (2001) 【tuba solo】 Yan Maresz

怪盗キクノロと名探偵アキチ君 (2005)�� 溝入敬三



曲目解説・抄 

ジョン・ケージ (1912-1992)「声のためのソロ 2」
　この作品のための楽譜には通常の五線譜の代わりに、点や曲線などが描かれた6つの透明シートが封
入されている。演奏者はこのシートを指定された方法で重ね合わせ、演奏用の楽譜を作成しなくてはな
らない。いわば演奏者には、楽譜そのものではなく「楽譜作成キット」が提供されているということに
なる。
　演奏時間などの細部は演奏家に委ねられていて、同時期に作曲された「ピアノと管弦楽のためのコン
サート」の任意のパート、「フォンタナ・ミックス」などの不確定性を用いた作品との同時演奏が可能
である。
　ちなみに本作が2作目となる「声のためのソロ」のシリーズは96作という膨大な分量に及ぶ。

ジョン・ケージ「テューバのためのソロ」
「ピアノと管弦楽のためのコンサート」(1957-58) のテューバ・パートとして作曲されたものの、ソロ
として、またはアンサンブルとして、あるいは交響曲の一部としても演奏可能な作品。五線による音高、
そして各音の演奏方法は詳しく指定されているものの、演奏時間及びそれぞれの音の取捨選択において
はかなり自由度が高い。

ジャチント・シェルシ (1905-1988)「Maknongan」
　テューバ、コントラ・ファゴット、コントラバスなど任意の低音楽器、またはバス独唱のための作品。
今宵はバリトン独唱とセルパン独奏による２つの版の聴き比べとなる。楽譜上のいくつかの音符には
cupo（暗く）、chiaro（明るく）と記されているが、楽器または声の特性に応じたミュート、奏法
などを駆使してその��種の音色を描き分けることが要求されている。

マウリシオ・カーゲル (1931- )「Atem（息）」
　あるリタイアした木管楽器奏者、彼は常日頃あることに心身を捧げている。楽器を最上の状態に保っ
ておく事 　　  棚に行きケースを開け、そして楽器を細かく分解し、また再びそれを組み立て、キイに
オイルを注し、管を磨き、残った唾液を乾燥させ、リードとマウスピースを温め、無音で練習し、絶え
ず楽器を磨き続けながら自分自身と対話することを楽しんでいる 　　  繰り返し。彼が何かを演奏する
ことはまずめったに有り得ないことである。そこに若い管楽器奏者が入場し、低い椅子に座り、頻繁に
ミュートや楽器をとっかえながら演奏し始める。彼は殆どの音を仕損じている。お粗末なタンギングと
反応の悪い唇で、調子っぱずれの音が鳴り響く。
　曲の終わりでは、彼もかなり年を取り、終いには 　　 

溝入敬三 (1955- )「怪盗キクノロと名探偵アキチ君」
　原曲はコントラバス奏者のための「弾き語り」作品。今宵は語り手とテューバ奏者のためのデュオ版
による演奏になる。

　怪盗キクノロ、アキチの部下、語り： 松平　敬
　アキチ警部、テューバ： 橋本晋哉
　脚本、音楽： 溝入敬三



 profile

橋本 晋哉（テューバ、セルパン）! Shinya Hashimoto
　フランス国立パリ高等音楽院（C.N.S.M.）第3課程卒。 2002年Avent-Sc�Ènes（フランス / ソシエテ・
ジェネラル・メセナ）第1位。 日本現代音楽協会主催第5回現代音楽演奏コンクール第2位。 2003年ガ
ウデアムス国際現代音楽演奏コンクール（オランダ）特別賞（即興）受賞。 アンサンブル・イクトゥ
ス、アンサンブル・アンテルコンタンポランをはじめとする現代音楽アンサンブル、フランス国立管な
どのエキストラのほか、Festival AGORA、R�Ésonance2003（IRCAM）、秋吉台現代音楽セミナーな
どの音楽祭、 東京オペラシティ「B→C」、NHK-FM「名曲リサイタル」にソリストとして出演。他方
吹奏楽、室内楽を主とした編曲も行う。 島根大学非常勤講師。

web site >>>  http://www.shinyahashimoto.net/

松平 敬（バリトン、声）! Takashi Matsudaira
　1971年愛媛県生まれ。東京芸術大学音楽学部卒業。同大学大学院音楽研究科修士課程修了。教会音
楽や歌曲 のコンサートに多数参加する傍ら、前衛音楽の演奏にも積極的に取り組む。2000～2004年、
2006年にはドイツのキュルテンで開催されたシュトックハウゼン講習会へ参加する。2001年、2003
年には同講習会に於けるコンサートに出演しシュトックハウゼンの「ティアクライス」「7つの曜日の
歌」を作曲者の監修のもと演奏、その演奏は作曲者自身より「極めて独創的な演奏解釈」などの評価を
受けた。2004年東京において湯浅譲二、クセナキスなど全曲前衛作品ばかりによるリサイタルを開催
し「音楽の友」誌上などで高く評価される。この演奏会の一部はFMラジオでも放送される。現在、聖
徳大学非常勤講師、日本声楽アカデミー会員、双子座三重奏団メンバー。

web site >>>  http://tierkreis.web.infoseek.co.jp/

次回予告：
「低音デュオ 2nd LIVE（仮称）」2007年9月頃開催予定（詳細未定）
 演奏予定曲目：
 湯浅譲二「天気予報所見」「Rambling Tuba」「R.D.レインからの二篇」
 カーゲル「エキゾティカ・ソロ」ほか


